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集まること
だけが、サロンじゃ
ないんだね

あそびの工房もくもく屋 事務局長の田川雅規さんの
講義内容を6ページに掲載

たがわまさのり

1年間の活動を発表。
画面ごしの発表は初めてで、緊張しています。



02えがお 5月号

オ
ピ
ニ
オ
ン

コ
ロ
ナ
禍
で
深
刻
化
す
る
困
窮
問
題
〜
ま
ず
は
、ご
相
談
を
〜

　
か
ま
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ

ン
タ
ー
」と
い
う
）で
は
、
仕
事
や
生
活
、
家
計

な
ど
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、相
談
支
援
員
が

じ
っ
く
り
話
を
伺
い
、相
談
者
と
一
緒
に
問
題

を
整
理
し
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
考
え
、
解

決
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
2
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、社
会
状
況
が
一
変
し
ま
し

た
。感
染
防
止
の
た
め
に
新
し
い
生
活
様
式
が

奨
励
さ
れ
、営
業
時
間
の
短
縮
や
移
動
の
制
限

等
に
よ
っ
て
、特
に
飲
食
店
や
観
光
・
旅
行
業

界
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、こ
れ
ま
で
困
り
ご

と
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
方
々
も
、生
活
に
窮
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら

ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
を
し
て
い
た
方
々
へ
の
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、そ
の
状
況

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、生
活
福
祉
資
金
貸

付
事
業
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
た
め
、緊

急
小
口
資
金
や
総
合
支
援
資
金
の
特
例
貸
付

の
相
談
が
飛
躍
的
に
増
え
ま
し
た
。こ
の
特
例

貸
付
は
、
当
初
3
か
月
間
の
予
定
で
し
た
が
、

収
束
の
見
通
し
が
た
た
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
た
め
、
受
付
期
間
の
延
長
が
繰
り
返
さ

れ
、
令
和
3
年
6
月
末
ま
で
と
な
り
、
生
活
状

況
の
改
善
が
見
込
め
な
け
れ
ば
、最
大
2
0
0

万
円
ま
で
を
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

償
還
に
つ
い
て
も
、借
り
入
れ
1
年
後
か
ら
と

な
っ
て
い
た
も
の
が
、資
金
種
類
ご
と
に
一
括

免
除
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
総
合
支
援
資
金
の
延
長
貸
付
及
び
再
貸
付

に
は
、生
活
困
窮
の
自
立
相
談
支
援
機
関
を
介

し
て
利
用
す
る
こ
と
が
要
件
化
さ
れ
て
お
り
、

困
窮
に
至
っ
た
原
因
や
課
題
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
、返
済
等
を
含
め
た
将
来
的
な
見
通
し
は

あ
る
の
か
な
ど
を
し
っ
か
り
と
伺
っ
た
上
で
、

そ
の
課
題
解
決
や
実
現
し
た
い
目
標
に
向

か
っ
て
、一
緒
に
考
え
る
と
い
う
寄
り
添
い
型

の
支
援
が
伴
わ
な
け
れ
ば
、本
当
の
自
立
に
は

つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。な

か
に
は
、た
だ
た
だ
お
金
を
工
面
し
た
い
と
い

う
相
談
者
も
お
ら
れ
、寄
り
添
い
型
支
援
を
求

め
ら
れ
る
セ
ン
タ
ー
で
は
、対
応
に
苦
慮
す
る

こ
と
や
無
力
感
を
感
じ
る
場
面
が
、多
々
あ
る

の
も
事
実
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、セ
ン
タ
ー
で
受

け
付
け
た
相
談
は
4
、0
1
8
件（
前
年
比
1
、

9
5
1
件
増
）
で
し
た
。も
と
も
と
生
活
が
困

窮
し
て
お
り
、コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
悪
化
し
た

相
談
や
、離
婚
等
に
よ
り
困
窮
し
た
ひ
と
り
親

世
帯
、家
賃
の
滞
納
が
続
き
強
制
退
去
を
求
め

ら
れ
て
い
る
な
ど
、生
活
費
の
貸
付
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
ケ
ー
ス
や
早
急
な
対
応
を
求

め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
生
活
歴
を
聞
く
中
で
療
育
手
帳
や
自
立
支

援
医
療
の
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、障
害

年
金
や
福
祉
就
労
に
つ
な
が
っ
た
方
、住
ま
い

を
喪
失
し
た
た
め
、
本
会
が
運
営
し
て
い
る

寄
っ
て
こ
ハ
ウ
ス
（
民
家
）
に
身
を
寄
せ
て
生

活
保
護
を
申
請
し
た
方
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連

携
し
就
職
に
つ
な
が
っ
た
方
、法
テ
ラ
ス
に
つ

な
ぎ
、家
計
改
善
支
援
員
と
一
緒
に
家
計
の
見

直
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
方
な
ど
、様
々

な
関
係
機
関
と
連
携
し
、一
緒
に
困
り
ご
と
の

解
決
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
、
セ
ン

タ
ー
の
役
割
で
す
。

　
相
談
す
る
に
は
、勇
気
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
で
す
が
、解
決
に
向
け
た
糸
口
を
一
緒
に
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。ま
ず

は
、セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

か
ま
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
9
4
8
ー
4
3
ー
4
7
5
1

住
所
　
嘉
麻
市
上
山
田
5
0
2
番
地
6

　
　
　（
山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
内
）

か
ま
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

委
員
会
の
支
援
を
受
け
て

か
ま
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

か
か
わ
っ
た
相
談
を
紹
介

　
滞
納
し
て
い
る
家
賃
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
強
制
退
去
と
な
る
A
さ
ん
。親

族
か
ら
、半
額
は
借
り
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、全
額
支
払
わ
な
け
れ
ば
状

況
は
変
わ
ら
ず
、か
ま
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
委
員
会（
市
内
の
社
会
福
祉
法

人
で
構
成
す
る
委
員
会
）と
ふ
く
お
か

ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業（
県
内
の
社

会
福
祉
法
人
の
連
携
事
業
）で
、現
物

支
給
し
て
も
ら
い
、急
場
を
凌
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。現
在
は
、セ
ン
タ
ー

で
継
続
的
な
支
援
を
行
い
、生
活
の
立

て
直
し
を
目
指
し
て
い
ま
す
。



03 えがお 5月号

社
　
　
会

～地域支えあい事業のご案内～
　日常生活上で「電球を交換したいけど手が届かない」「庭の草が伸びてきたけど、腰が痛くて草取りができな
い」などのちょっとした困りごとに関する相談を受けることがあります。そのような困りごとを解決するため
に、自分の得意な事をいかして協力いただける会員を募集しています。サービスを利用
する人も、提供する人も同じ住民同士、「困ったときはお互いさま」の関係を地域に広め
ていく事を目的としています。
　活動に際しては、地域支えあい事業の協力会員として登録をしてもらい、困りごとの
内容に応じて活動をしていただきます。活動前には、基礎研修を受講してもらうほか、
活動に応じて、協力手数料をお支払いします。
　地域支え合い事業に興味関心のある方は、お気軽にお問い合わせください。

◆協力会員になるには…

サービスの仕組み

利用会員

サービス名 具体的な内容 協力手数料

協力会員
日常生活の中で困りごとを抱える
　・60歳以上の方
　・障害者手帳をお持ちの方
　・妊娠中、育児中の方
　・ひとり親世帯の方

快適日常サービス 電球の交換、話し相手、ごみ出し、声かけ訪問、公共
料金等の支払い代行、代読、代筆、給油等

200円／30分　450円／1時間

快適専門サービス

いきいき介護サービス

家屋の小修繕、庭木の剪定、害虫駆除、パソコン指導等 350円／30分　750円／1時間

食事介助、入浴介助、洗髪・体の清拭等 450円／30分　950円／1時間

いきいき家事サービス

すくすく育児サービス

外出時の付き添い
サービス

食事の準備、衣類の洗濯、住居などの掃除・整理整頓等 750円／1時間

育児相談、産前産後の手伝い、育児中の家事援助等 750円／1時間

散歩、買い物、冠婚葬祭、入退院・転院、通院、行政機関
及び金融機関の利用等

200円／30分　450円／1時間

草刈り（草刈り機利用） 1,550円／1時間

一時預かり 950円／1時間

草取り 350円／30分　750円／1時間

地域支えあい事業の主旨を理解し、ボランティア精神
を持ち、自分の得意とすることで利用会員の困りごと
を解決してくれる方
※資格や特技は必要ありません
※活動前に基礎研修を受講していただきます。

利用会員も随時募集していますので、お問い合わせください。
※利用会員、協力会員ともに、本会の会員（1口1,000円／年額）に加入することが必要です。

問い合わせ先：嘉麻市社会福祉協議会　☎ 0948-43-3511

市 民

嘉麻市社協

⑤サービスの提供

①登録 ①登録

④調整②利用申込⑥利用料金の支払い
③協力

依頼
④調整

⑥協力手
数料の支

払い

利用会員 協力会員

協力 会員 募集



総
　
　
合

令和３年度　嘉麻市社会福祉　　　協議会事業計画と予算が成立

１. 法人運営に関する事柄
・役員（理事・監事）、評議員、評議員選任・解任委員
　会委員の改選
・理事会、定時及び臨時評議員会、監事会、評議員
　選任・解任委員会の開催
・監査会及び税理士による外部監査の実施

２. その他の取り組み
・職員研修会の開催
・葬祭場指定事業
・各種団体への助成事業
・ポストカードの販売及び販路開拓

１. 市受託事業
・配食サービス事業

２. 独自事業
・チャイルドシート貸出事業
・空き家管理住まいるサービスの推進
・紙おむつ宅配事業
・福祉機器(車いす)貸出事業
・子育て用品リユースセンターの運営
・バス待合所の管理
・アルミ缶等のリサイクル事業

重点項目
① 任期満了に伴う、役員、評議員、評議員・選任解任委員会
　 委員の一斉改選
② 法人経営の安定化につなげる積立財源の確保
③ 働きやすい職場環境の整備
④ 今後の事務局体制を確立するための幹部候補職員の採用
⑤ 職員研修の実施と外部研修への積極的参加をつうじた職員
　 個々のスキルアップ

重点項目
① 中学校区を担当するCSＷ及び関係機関との連携・協働による事業推進
② 中学校区毎での事業啓発
③ 各事業における利用者台帳の整備・更新

　令和3年度の事業計画と予算が、3月16日と26日に開催された理事会、評議員会において承認、議決さ
れました。
　現在、地域の中にはコロナ禍による生活困窮や格差、つながりの喪失による孤立の問題が広がっている
ため、本年度はこれまで以上に総合相談に力を入れ、多様なかたちのつながりづくりに取り組みます。
　また、誰もが困ったときには助け合えるお互い様の地域を目指すことを組織目標として「孤から個へ、
個から地域へ」を実践し、地域共生社会の実現を目指します。

空き家管理住まいるサービス
での外部チェック

子育て用品リユースセンター 紙おむつ宅配事業

福祉機器貸出事業

　行政職員・社協職員等研修会の様子

地域生活支援係

総　務　係

04えがお 5月号



総
　
　
合

令和３年度　嘉麻市社会福祉　　　協議会事業計画

・総合相談の開設（法律相談、心配ごと相談） 
・会員の募集及び拡充
・生活支援体制整備事業の推進
・地域福祉推進委員会の開催
・地域福祉部の拡充・活動支援
・ふれあい・いきいきサロンの拡充・活動支援 
・もしもの時に備えるための安心カードの拡充
・地域支えあい事業の推進 
・社会福祉法人の社会貢献活動を広げるための事業推進

 

　（かま福祉ネットワーク委員会、 ふくおかライフレスキュー事業嘉麻市部会の開催）
・広報活動の推進
・地域の交流拠点寄ってこハウスの運営事業 
・おしゃべりサロンの開催 
・在宅介護者支援事業

重点項目
①中学校区を基盤とした総合相談の実施及び他機関他職種連携による支援
②中学校区を基盤とした多様なつながりづくりや参加のための支援
③中学校区を単位とした地域づくり（住民が出会い、交流・参加できる場・学びの機会の提供）の推進
④SOSを発信できずにいる方など、あらたな出会いにつなげる積極的アウトリーチや予防的活動の実施

１

2

3

4

5

生活支援・相談センター事業

・日常生活自立支援事業の推進 
・本会独自の地域福祉権利擁護事業及び権利擁護支援の実施 
・その他権利擁護支援の実施
　（権利擁護支援運営委員会の開催、 遺言書作成支援
事業、諸費立替事業、エンディングノート活用の啓発
など）
・法人後見等の実施及び積極的受任
・成年後見制度の啓発
　（利用に関する相談及び利用支援、出前講座の開催）

かま権利擁護センター事業

・自立相談支援事業 
　※必須事業
・家計改善支援事業
　※任意事業
・フードバンク事業
・生活福祉資金貸付事業
・無料職業紹介事業

かま自立相談支援センター事業

・相談事業（ひきこもりに関する相談対応）
・本人及び家族への支援事業
（家族の会定例会の開催、
フリースペースの開設、
ひきこもり支援のためのネット
ワークづくり、ワンポイント
ジョブをつうじた役割づくり）
・啓発事業 ）催開の会強勉（ 

かまひきこもり相談支援センター事業

・ボランティア・市民活動センターの運営
・災害ボランティアセンター事業 
（災害ボランティア養成講座の開講、緊急時に避難誘導が
必要な高齢者や障がい者の把握及び個別の支援体制づく
りなど）

かまボランティア・市民活動センター事業

フリースペースの活動拠点と
なっている寄ってこハウス

ふれあい・いきいきサロンかま福祉ネットワーク委員会

中学校区ごとに行われている協議体

運営委員会の様子 災害ボランティア活動の様子

総合相談・地域づくり推進係

05 えがお 5月号



　　　録音テープを受け取っている方にも
　　　感想を聞きました。
嘉麻市のことを知る事ができるため、毎月楽し
みにしています。夜には、妻と一緒に朗読を聴
き、感想を言い合いながら楽しく過ごしていま
す。　 　 　　  　  （碓井地区在住 70代男性）

06えがお 5月号

　かまボランティア・市民活動センターの登録団体である朗読・コアのみなさんが録音をされて
いる現場におじゃましました。

　朗読・コアは 20年以上前から活動をしており、現在 9名の会員がいます。毎月みんなで集まり、広報嘉麻や
社協だより「えがお」、エッセイなどを録音して市内の視覚障がい者の方々に録音したテープをお届けしていま
す。コロナ禍のため全員で集まることは避け、少人数で録音をした
り、自宅でも録音をして持ち寄ったり試行錯誤をしています。

社
協
ナ
ビ

　令和3年3月3日、山田ふれあいハウスで第2層協
議体全体会を開催しました。コロナ収束の見通しが
立たないこともあり、大阪府にあるあそびの工房も
くもく屋　事務局長の田川雅規さんに、リモートで
講義してもらいました。
　田川さんからゲームのような問題が出題され、参
加者はボールペンを使って懸命に正解を探します。
周りの人を見たり、「うまくできないね」と、近くの
人と話たりしました。その行動を振り返りながら、
裏にある心理状態を解説されました。相手の心理を
理解することで、その方の気持ちを想像することが
できました。
　普段から無意識で行うおしゃべりを、意識的に行
うことで、相手が楽しかったな、他の人にも教えて
あげようと思ってくれたら、その声かけが他の人に
広がります。公民館に集まることだけでなく、人と
人との会話が生まれる場所がサロン。いつでも、ど
こでもサロンはできるとの話を聞き、その声かけ
が、見守り活動にもつながるのだと感じました。
　気軽に会えない環境の中で、「できない」「仕方な
い」と諦めるのではなく、「コロナ禍でも、地域のつ
ながりをつくっていける」と思いました。

嘉麻市社会福祉協議会
☎ 0948-43-3511

リモートで開催～第2層協議体全体会～
　毎年、豪雨による災害が起き、平成30年に続き嘉麻市
でも発生することが予想され、市内のボランティアの協
力が重要になってくると考えています。そこで、もしもの
時に備えて、自分たちの住む地域で起こった災害は自分
たちでなんとかしたいという思いのもと、災害ボラン
ティア養成講座を開催します。
　この講座は、水害を想定して、床下浸水した際の土砂か
きや養生シートの張り方、ロープワークなどの実践的な
講座となっていますので、ぜひご参加ください。

災害ボランティア養成講座のご案内

どのような活動をしているのですか？

　お互いにアクセントや文章の区切り方を指摘し合い、聴く人
がわかりやすく、意味がきちんと通るように、ひと言ひと言に心
を込めて吹き込むことを心がけています。

活動する上で気をつけていることはありますか？

　みなさんが聴いてくださることが励みややる気につながりま
す。今後は、多くの方に朗読・コアを知っていただき、一緒に活
動するメンバーや朗読を聴いてくださる方々が増えることを目
標にしてお互い技術の向上を目指したいと思います。

今後、活動していく上での目標を教えてください。

朗読活動に興味がある方や録音テープの配布を希望
される方は、右記の番号にご連絡ください。

かまボランティア・市民活動センター情報 朗読・コア

お知らせ

まさのりた がわ

1．対象者
  ・全講座の受講が可能な方
  ・20歳以上で市内在住または市内に勤務されている方
  ・災害ボランティア活動に興味・関心のある方
2．開催日時
　 令和3年6月13日、20日、27日の日曜日　午前10時～12時　
3．参加費　無料
4．定　員　10名程度
5．募集期間
　 令和3年5月6日(木)～令和3年5月31日(月)
6．問い合わせ先
　 嘉麻市社会福祉協議会　0948-43-3511

記
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　長雨が続くと、カビの発生するリスクが高まります。カビは、ぜんそくやアトピー性皮膚炎などアレル
ギー疾患の原因となる場合もあります。そこで、今回はカビの基本的知識と今から出来る
対策について紹介したいと思います。

暮
ら
し

梅雨に向けてのカビ対策

☆カビが発生する3つの条件
● 温度　カビが発生しやすい温度は5℃～45℃
● 湿度　一般的には60％を超えると繁殖しやすくなり、80％を超えると繁殖する勢いは一気に上がります。
● 栄養　部屋の埃や汚れ（例：ダニの死骸やせっけんの流し残し、お風呂場等皮脂が付着している部分）

【対策】
・ 掃除：カビの餌である栄養源をなくす
　寝具に付着したダニの死骸やエアコンのフィルターの埃を餌に繁殖する場合があるため、布団は天日干しや布
　団乾燥機で湿気を取りましょう。また、エアコンをそのまま使用すると、埃やカビが飛び散る可能性があります。
・ 湿度：カビは湿気が大好き
　結露は冬にできるイメージがありますが、夏でも高温多湿の外気が室内に入ると、冷房で冷やされ発生するおそ
　れがあります。

①スクイージー（平らな表面の水分を取り除くのに使う道具）やタオルで
　結露をよく拭き取る。
②アルコールで殺菌＋カビ予防
③界面活性剤の入っている食器用洗剤等の中性洗剤で拭く。
＊キッチン用洗剤などに含まれている界面活性剤の泡が、結露を起こしにくくし、
　水分をはじいて乾きやすくするそうです。原液でも、20:1程度に薄めても効果は
　約１週間です。

・ 換気：風のとおりをよくする
　クローゼットに衣類を詰め込みすぎると、空気が循環せず湿気がこもってしまいます。ゆったりと収納したうえで、
　できるだけ風通しを良くしましょう。一番湿気がこもりやすい浴室では、入浴後は冷たいシャワーで洗い流し、換気
　扇を回すと効果的です。また、キッチンや洗面所など水を多く扱う場所でも、換気に心がけましょう。

・結露テープ
・防カビ対策マスキングテープ
・重曹・・・布袋や瓶にいれて、靴箱に入れると湿気だけでなく消臭効果もあります。
 　　　  固まったら、新しいものに入れ替えましょう。
※100円均一のショップなどで購入できます。

【結露を予防するには？】

【カビ対策グッズ紹介】

意思決定支援とは、どのようなことを行うのですか？成年後見
施設入所や不動産処分など、本人にとって重大な影響を与えるような法律行
為や事実行為に対し、本人の判断能力に課題がある場合において、必要な情
報を提供し、成年被後見人の意思や考えを引き出すなど、本人が自らの価値
観や選好に基づく意思決定をするための活動のことを言います。これを行う

際、成年後見人は、成年被後見人を誘導したり説得したりせず、本人が検討できるよう
に働きかけなければなりません。また、成年後見人だけがこれを理解していればよいの
ではなく、成年被後見人に関わる他の支援者と共有し、チームで行うことが必要です。
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法人運営　INFOMATION

令和3年度　一般会計資金収支予算書

●事業活動による収支

●その他の活動

第73回理事会 　≪開催日≫令和３年３月16日（火）
【議案第229号】定款の一部変更について
【議案第230号】規程等の一部改正及び廃止について
【議案第231号】ハラスメントの防止に関する規程の
　　　　　　　制定について
【議案第232号】職員研修実施規程の制定について
【議案第233号】令和2年度第三次補正予算について

【議案第101号】定款の一部変更について
【議案第102号】令和2年度第三次補正予算について
【議案第103号】令和3年度事業計画及び収支予算について
【報告第22号】訪問介護事業等の廃止について

【報告第23号】令和3年度以降の配食サービス
　　　　　　 の受託について
【報告第24号】令和3年度職員体制について

【議案第234号】令和3年度事業計画及び収支予算について
【議案第235号】第48回評議員会の開催について
【報告第71号】令和3年度以降の配食サービスの受託について
【報告第72号】高額寄付について
【報告第73号】令和3年度職員体制について

第48回評議員会 　≪開催日≫令和３年３月26日（金）

（収入）
会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
助成金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入
事業活動収入計
（支出）
人件費支出
事業費支出
事務費支出
貸付事業支出
助成金支出
負担金支出
事業活動支出計
事業活動資金収支差額

894
1,550
44,208

37
63,142
100

25,015
100
1,120

136,166

96,425
38,509
5,802
100
1,729
545

143,110
▲ 6,944

（収入）
積立資産取崩収入
拠点区分間繰入金収入

その他の活動による収入
その他の活動収入計
積立資産支出
拠点区分間繰入金支出
サービス区分間繰入金支出
その他の活動による支出
その他の活動支出計
その他の活動資金収支差額

0
0

11,100
サービス区分間繰入金収入 4,746

15,846
100
0

4,746
2,517
7,363
8,483

●施設整備等による収支
（収入）
施設整備等収入計
（支出）
施設整備等支出計
施設整備等資金収支差額

0

0
0

●予備費支出
●当期資金収支差額合計
●前期末支払資金残高
●当期末支払資金残高

100
1,439
48,578
50,017

（単位：千円）
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飛鳥会館　南斎場　　　☎42-4241　セレモニーホール　おおつか　☎52-1212
おかむら葬祭岡村会館　☎42-4420　きど葬祭やまさ碓井斎場　　　☎62-4499
かほ葬祭あじさい会館　☎62-5566

嘉麻市社会福祉協議会指定葬祭
場は、善光会館稲築会場を含め、
市内に6カ所あります。

嘉麻市鴨生277-12
☎（0948）83-5000

館
会
光
善

 

場
会
築
稲

介
紹
場
祭
葬
定
指

西野
病院

庄内→

↓
隈
大

←
桂川

川
田
山

すえみつ
花店

鴨生
公園フードウェイ

稲築店

嘉穂特別
支援学校

稲築
東中

ナフコ

ダイナム
福岡嘉麻店

塚
飯
↑

211

鴨生口

川 賀
遠

善光会館
稲築会場

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
善
光
会
館
で
す
。

善
光
会
館
で
は
、
将
来
の
ご
葬
儀
を
よ
り
有

意
義
に
、
安
心
し
て
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、互
助
会
制
度
を
備
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

遺
族
を
中
心
に
親
し
い
人
だ
け
で
行
う
家
族

葬
に
つ
い
て
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

　
事
前
見
学
も
可
能
で
す
の
で
、
設
備
の
充

実
し
た
当
会
館
を
ぜ
ひ
、
ご
自
身
で
お
確
か

め
下
さ
い
。

　
葬
儀
申
し
込
み
時
に
、
「
嘉
麻
市
社
会
福
祉

協
議
会
指
定
で
お
願
い
し
ま
す
」
と
お
伝
え

く
だ
さ
い
。
葬
儀
に
か
か
る
費
用
の
一
部
に

つ
い
て
割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
3
年 

５
月・６
月・７
月
の

ご
案
内 

》
先
せ
わ
合
い
問
お
《

会
議
協
祉
福
会
社
市
麻
嘉☎

０

８
４
９

３
４

１
１
５
３

E-m
ail:tiiki@

kam
a.syakyo.com

在
宅
介
護
者
の
集
い

　
在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
々
が
、い
ろ
ん
な
情
報
交
換
を

つ
う
じ
て
、楽
し
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

〇
5
月
13
日（
木
）

　
山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
に
て（
上
山
田
5
0
2
番
地
6
）

〇
6
月
10
日（
木
）

　
稲
築
地
区
公
民
館
に
て（
岩
崎
1
1
4
1
番
地
）

〇
7
月
8
日（
木
）

　
山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
に
て（
上
山
田
5
0
2
番
地
6
）

　
※
時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
〜
15
時
ま
で
で
す
。

嘉
麻
市
認
知
症
家
族
の
会

　
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
が
集
ま
り
、お
互
い
の

　
体
験
や
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

〇
5
月
19
日（
水
）、6
月
16
日（
水
）、7
月
21
日（
水
）

　
山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
に
て（
上
山
田
5
0
2
番
地
6
）

　
※
時
間
は
13
時
30
分
〜
1
時
間
程
度
で
す
。

ひ
き
こ
も
り
家
族
の
会

　
ひ
き
こ
も
り
の
家
族
を
持
た
れ
て
い
る
方
々
と
、い
ろ
ん
な
悩

　
み
を
話
し
た
り
、情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

〇
5
月
27
日（
木
）、6
月
24
日（
木
）、7
月
29
日（
木
）

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

　
家
か
ら
一
歩
外
に
出
て
自
由
に
過
ご
せ
る
居
場
所
で
す
。

　
特
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
毎
週
木
曜
日
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

〇
5
月
6
日（
木
）、13
日（
木
）、20
日（
木
）、27
日（
木
）

〇
6
月
3
日（
木
）、10
日（
木
）、17
日（
木
）、24
日（
木
）

〇
7
月
1
日（
木
）、8
日（
木
）、15
日（
木
）、29
日（
木
）

　
※
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
会
、フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
開
催
場
所
は
寄
っ
て

　
こ
ハ
ウ
ス
で
、時
間
は
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
で
す
。

　
日
時
等
が
変
更
や
休
止
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に
ご
連

　
絡
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、中
止
に
な
る
場

　
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
法
律
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。先
着
順
と
な
っ
て
い
ま
す

　
の
で
、お
早
目
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、中
止
に
な
る
場

　
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
合
相
談

心
配
ご
と
相
談

5
月
12
日（
水
）13
時
〜
15
時

山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

と
き

と
こ
ろ

5
月
26
日（
水
）13
時
〜
15
時

山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

と
き

と
こ
ろ

6
月
9
日（
水
）13
時
〜
15
時

稲
築
地
区
公
民
館

と
き

と
こ
ろ

法
律
相
談

5
月
6
日（
木
）13
時
〜
16
時

稲
築
地
区
公
民
館

と
き

と
こ
ろ

6
月
3
日（
木
）13
時
〜
16
時

山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

と
き

と
こ
ろ

7
月
1
日（
木
）13
時
〜
16
時

稲
築
地
区
公
民
館

と
き

と
こ
ろ

6
月
23
日（
水
）13
時
〜
15
時

稲
築
地
区
公
民
館

と
き

と
こ
ろ

7
月
14
日（
水
）13
時
〜
15
時

山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

と
き

と
こ
ろ

7
月
28
日（
水
）13
時
〜
15
時

山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

と
き

と
こ
ろ
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お　
　
礼

【
漆
生
本
村
】

　
親
族　
佐
土
島　
　
　
稔　
様

　
　
故　
佐
土
島　
ア
キ
ノ　
様

【
漆
生
中
央
】

　
親
族　
大　
里　
修　
治　
様

　
　
故　
大　
里　
靜　
香　
様

【
鴨
生
町
】

　
親
族　
辻　
田　
智　
子　
様

　
　
故　
辻　
田　
　
　
浩　
様

【
辻
中
篭
】

　
親
族　
永　
水　
敏　
光　
様

　
　
故　
永　
水　
チ
ヨ
子　
様

【
枝
坂
】

　
親
族　
千
代
田　
由
紀
生　
様

　
　
故　
千
代
田　
純　
枝　
様

【
飯
田
】

　
親
族　
松　
隈　
英　
昭　
様

　
　
故　
松　
隈　
尚　
代　
様

【
下
臼
井
西
】

　
親
族　
坂　
口　
年　
彦　
様

　
　
故　
坂　
口　
重　
利　
様

【
熊
ヶ
畑
第
三
】

　
親
族　
田　
中　
芳　
浩　
様

　
　
故　
田　
中　
カ
ホ
ル　
様

【
神
幸
】

　
親
族　
松　
岡　
廣　
志　
様

　
　
故　
松　
岡　
美
知
子　
様

【
木
城
】

　
親
族　
山　
田　
惠　
子　
様

　
　
故　
倉　
町　
英　
次　
様

【
さ
く
ら
が
丘
】

　
親
族　
鎭　
西　
佳　
代　
様

　
　
故　
鎭　
西　
惠
美
子　
様

【
中
山
田
上
】

　
親
族　
吉　
塚　
　
　
戊　
様

　
　
故　
吉　
塚　
愛　
子　
様

【
下
牛
隈
】

　
親
族　
武　
田　
絹　
代　
様

　
　
故　
武　
田　
一　
照　
様

　
親
族　
野
見
山　
浩　
一　
様

　
　
故　
野
見
山　
清　
美　
様

　
親
族　
福　
澤　
茂　
樹　
様

　
　
故　
福　
澤　
啓　
子　
様

　
親
族　
森　
廣　
賢　
彦　
様

　
　
故　
森　
廣　
勝　
子　
様

【
千
手
】

　
親
族　
久
保
山　
幹　
惠　
様

　
　
故　
久
保
山　
鐵　
允　
様

【
大
力
】

　
親
族　
森　
　
　
八
千
代　
様

　
　
故　
中　
嶋　
和　
美　
様

【
西
馬
見
】

　
親
族　
縄　
田　
洋　
春　
様

　
　
故　
縄　
田　
敏　
一　
様

【
宮
吉
】　

　
親
族　
安　
部　
ひ
と
み　
様

　
　
故　
安　
部　
俊　
夫　
様

　
親
族　
加　
納　
冨
士
彦　
様

　
　
故　
加　
納　
惠　
子　
様

　
親
族　
中　
　
　
一　
美　
様

　
　
故　
木　
附　
一　
士　
様

　
嘉
麻
市
農
業
委
員
会

　
第
一
期
嘉
穂
支
部
O
B
会　
様

【
漆
生
中
央
】

　
　
　
　
松　
田　
　
　
茂　
様

【
下
牛
隈
】

　
　
　
　
大　
里　
厚　
子　
様

【
市
外
】

　
嘉
穂
の
名
水
愛
好
者
一
同　
様

　
（
株
）O-

K
保
険
事
務
所　

 

様

【
切
手
】

　
下
牛
隈　
矢
羽
田　
泰
江　
様

【
子
育
て
リ
ユ
ー
ス
】

　
漆
生
本
村　
坂
本　
真
一　
様

　
鴨
生
北
町　
吉
田　
雅
子　
様

　
漆
生
東　
　
匿　
　
　
名　
様

　
飯
田　
　
　
松
隈　
明
美　
様

　
貞
月　
　
　
手
島　
紀
子　
様

　
桑
野　
　
　
江
藤　
千
鶴　
様

　
小
野
谷　
　
桒
野
ヨ
シ
ミ　
様

　
市
内　
　
　
内
山　
果
林　
様

【
ア
ル
ミ
缶
】

　
漆
生
南
部　
岩
田　
勇
治　
様

　
漆
生
南
部　
市
原
登
志
彦　
様

　
漆
生
南
部　
西
岡　
博
子　
様

　
東
岩
崎　
　
松
岡　
　
光　
様

　
漆
生
東　
　
匿　
　
　
名　
様

　
熊
本　
　
　
中
島　
政
美　
様

　
百
々
谷　
　
日
野　
和
義　
様

　
尾
浦
第
二　
下
川　
明
世　
様

　
神
幸　
　
　
松
岡　
敦
子　
様

　
天
神　
　
　
愚
童
の
庵　
　
様

　
下
宮　
　
　
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
お
お
つ
か　
様

　
下
宮　
　
　
三
好　
邦
央　
様

　
猪
之
鼻　
　
菊
池　
春
政　
様

　
中
益　
　
野
見
山　
佳
乃　
様

　
鴨
生
北
町
行
政
区
8
組　
　
様

　
鴨
生
第
二
行
政
区　
　
　
　
様

　
（
有
）小
西
モ
ー
タ
ー
ス　
　
様

　
六
四
田

　
　
　
六
四
田
老
人
ク
ラ
ブ　
様

　
（
株
）冨
士
プ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー　
様

【
リ
ン
グ
プ
ル
】

　
山
野
第
二　
古
賀　
絹
江　
様

　
熊
本　
　
　
中
島　
政
美　
様

　
熊
ヶ
畑
第
一　
笹
尾　
五
重　
様

　
尾
浦
第
二　
下
川　
明
世　
様

　
下
宮　
　
　
三
好　
邦
央　
様

　
中
山
田
下　
箕
田
ヤ
ヨ
イ　
様

　
中
益　
　
　
野
見
山
佳
乃　
様

　
下
益　
　
　
匿　
　
　
名　
様

　
稲
築
ラ
イ
オ
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
一
同　
様

　
（
有
）小
西
モ
ー
タ
ー
ス　
　
様

　
六
四
田

　
　
　
六
四
田
老
人
ク
ラ
ブ　
様

　
碓
井
地
区
民
生
委
員

　
　
　
　
児
童
委
員
協
議
会　
様

　
ラ
イ
フ
ア
シ
ス
ト
白
金　
　
様

　
嘉
穂
手
話
の
会　
　
　
　
　
様

【
古
切
手
】

　
漆
生
中
央　
松
田　
　
茂　
様

　
山
野
第
二　
古
賀　
絹
江　
様

　
枝
坂　
　
　
千
代
田
由
紀
生　
様

　
下
益　
　
　
匿　
　
　
名　
様

　
大
隈　
　
　
大
里　
盛
人　
様

　
六
四
田

　
　
　
六
四
田
老
人
ク
ラ
ブ　
様

　
教
育
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン（
株
）　
様

　
め
ぐ
み
保
育
園　
　
　
　
　
様

　
嘉
麻
市
役
所
高
齢
者
介
護
課　

　
　
　
　
　
高
齢
者
支
援
係　
様

　
嘉
麻
市
役
所　
税
務
課　
　
様

　
嘉
麻
市
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
保
護
課
庶
務
係　
様

【
使
用
済
テ
レ
カ
】

　
六
四
田

　
　
　
六
四
田
老
人
ク
ラ
ブ　
様

み
な
さ
ま
の
善
意
、

心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す

み
な
さ
ま
の
善
意
、

心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す

香
典
返
し・
寄
附

1
月
1
日
〜
3
月
31
日
受
付
分

香
典
返
し

一
般
寄
附

物
品
寄
附



11 えがお 5月号

お　
　
礼

【
漆
生
本
村
】

　
親
族　
佐
土
島　
　
　
稔　
様

　
　
故　
佐
土
島　
ア
キ
ノ　
様

【
漆
生
中
央
】

　
親
族　
大　
里　
修　
治　
様

　
　
故　
大　
里　
靜　
香　
様

【
鴨
生
町
】

　
親
族　
辻　
田　
智　
子　
様

　
　
故　
辻　
田　
　
　
浩　
様

【
辻
中
篭
】

　
親
族　
永　
水　
敏　
光　
様

　
　
故　
永　
水　
チ
ヨ
子　
様

【
枝
坂
】

　
親
族　
千
代
田　
由
紀
生　
様

　
　
故　
千
代
田　
純　
枝　
様

【
飯
田
】

　
親
族　
松　
隈　
英　
昭　
様

　
　
故　
松　
隈　
尚　
代　
様

【
下
臼
井
西
】

　
親
族　
坂　
口　
年　
彦　
様

　
　
故　
坂　
口　
重　
利　
様

【
熊
ヶ
畑
第
三
】

　
親
族　
田　
中　
芳　
浩　
様

　
　
故　
田　
中　
カ
ホ
ル　
様

【
神
幸
】

　
親
族　
松　
岡　
廣　
志　
様

　
　
故　
松　
岡　
美
知
子　
様

【
木
城
】

　
親
族　
山　
田　
惠　
子　
様

　
　
故　
倉　
町　
英　
次　
様

【
さ
く
ら
が
丘
】

　
親
族　
鎭　
西　
佳　
代　
様

　
　
故　
鎭　
西　
惠
美
子　
様

【
中
山
田
上
】

　
親
族　
吉　
塚　
　
　
戊　
様

　
　
故　
吉　
塚　
愛　
子　
様

【
下
牛
隈
】

　
親
族　
武　
田　
絹　
代　
様

　
　
故　
武　
田　
一　
照　
様

　
親
族　
野
見
山　
浩　
一　
様

　
　
故　
野
見
山　
清　
美　
様

　
親
族　
福　
澤　
茂　
樹　
様

　
　
故　
福　
澤　
啓　
子　
様

　
親
族　
森　
廣　
賢　
彦　
様

　
　
故　
森　
廣　
勝　
子　
様

【
千
手
】

　
親
族　
久
保
山　
幹　
惠　
様

　
　
故　
久
保
山　
鐵　
允　
様

【
大
力
】

　
親
族　
森　
　
　
八
千
代　
様

　
　
故　
中　
嶋　
和　
美　
様

【
西
馬
見
】

　
親
族　
縄　
田　
洋　
春　
様

　
　
故　
縄　
田　
敏　
一　
様

【
宮
吉
】　

　
親
族　
安　
部　
ひ
と
み　
様

　
　
故　
安　
部　
俊　
夫　
様

　
親
族　
加　
納　
冨
士
彦　
様

　
　
故　
加　
納　
惠　
子　
様

　
親
族　
中　
　
　
一　
美　
様

　
　
故　
木　
附　
一　
士　
様

　
嘉
麻
市
農
業
委
員
会

　
第
一
期
嘉
穂
支
部
O
B
会　
様

【
漆
生
中
央
】

　
　
　
　
松　
田　
　
　
茂　
様

【
下
牛
隈
】

　
　
　
　
大　
里　
厚　
子　
様

【
市
外
】

　
嘉
穂
の
名
水
愛
好
者
一
同　
様

　
（
株
）O-

K
保
険
事
務
所　

 

様

【
切
手
】

　
下
牛
隈　
矢
羽
田　
泰
江　
様

【
子
育
て
リ
ユ
ー
ス
】

　
漆
生
本
村　
坂
本　
真
一　
様

　
鴨
生
北
町　
吉
田　
雅
子　
様

　
漆
生
東　
　
匿　
　
　
名　
様

　
飯
田　
　
　
松
隈　
明
美　
様

　
貞
月　
　
　
手
島　
紀
子　
様

　
桑
野　
　
　
江
藤　
千
鶴　
様

　
小
野
谷　
　
桒
野
ヨ
シ
ミ　
様

　
市
内　
　
　
内
山　
果
林　
様

【
ア
ル
ミ
缶
】

　
漆
生
南
部　
岩
田　
勇
治　
様

　
漆
生
南
部　
市
原
登
志
彦　
様

　
漆
生
南
部　
西
岡　
博
子　
様

　
東
岩
崎　
　
松
岡　
　
光　
様

　
漆
生
東　
　
匿　
　
　
名　
様

　
熊
本　
　
　
中
島　
政
美　
様

　
百
々
谷　
　
日
野　
和
義　
様

　
尾
浦
第
二　
下
川　
明
世　
様

　
神
幸　
　
　
松
岡　
敦
子　
様

　
天
神　
　
　
愚
童
の
庵　
　
様

　
下
宮　
　
　
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
お
お
つ
か　
様

　
下
宮　
　
　
三
好　
邦
央　
様

　
猪
之
鼻　
　
菊
池　
春
政　
様

　
中
益　
　
野
見
山　
佳
乃　
様

　
鴨
生
北
町
行
政
区
8
組　
　
様

　
鴨
生
第
二
行
政
区　
　
　
　
様

　
（
有
）小
西
モ
ー
タ
ー
ス　
　
様

　
六
四
田

　
　
　
六
四
田
老
人
ク
ラ
ブ　
様

　
（
株
）冨
士
プ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー　
様

【
リ
ン
グ
プ
ル
】

　
山
野
第
二　
古
賀　
絹
江　
様

　
熊
本　
　
　
中
島　
政
美　
様

　
熊
ヶ
畑
第
一　
笹
尾　
五
重　
様

　
尾
浦
第
二　
下
川　
明
世　
様

　
下
宮　
　
　
三
好　
邦
央　
様

　
中
山
田
下　
箕
田
ヤ
ヨ
イ　
様

　
中
益　
　
　
野
見
山
佳
乃　
様

　
下
益　
　
　
匿　
　
　
名　
様

　
稲
築
ラ
イ
オ
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
一
同　
様

　
（
有
）小
西
モ
ー
タ
ー
ス　
　
様

　
六
四
田

　
　
　
六
四
田
老
人
ク
ラ
ブ　
様

　
碓
井
地
区
民
生
委
員

　
　
　
　
児
童
委
員
協
議
会　
様

　
ラ
イ
フ
ア
シ
ス
ト
白
金　
　
様

　
嘉
穂
手
話
の
会　
　
　
　
　
様

【
古
切
手
】

　
漆
生
中
央　
松
田　
　
茂　
様

　
山
野
第
二　
古
賀　
絹
江　
様

　
枝
坂　
　
　
千
代
田
由
紀
生　
様

　
下
益　
　
　
匿　
　
　
名　
様

　
大
隈　
　
　
大
里　
盛
人　
様

　
六
四
田

　
　
　
六
四
田
老
人
ク
ラ
ブ　
様

　
教
育
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン（
株
）　
様

　
め
ぐ
み
保
育
園　
　
　
　
　
様

　
嘉
麻
市
役
所
高
齢
者
介
護
課　

　
　
　
　
　
高
齢
者
支
援
係　
様

　
嘉
麻
市
役
所　
税
務
課　
　
様

　
嘉
麻
市
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
保
護
課
庶
務
係　
様

【
使
用
済
テ
レ
カ
】

　
六
四
田

　
　
　
六
四
田
老
人
ク
ラ
ブ　
様

会
員
と
し
て
、次
の
方
々
に

　
　
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

（
順
不
同
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

【
漆
生
中
央
】漆
生
中
央
６
組（
八

口
）

【
口
春
】下
原
英
子
、宮
田
悦
子
、

福
島
幸
子
、高
木
久
美
子
、薄
井

栄
子
、國
廣
俊
子
、山
本
稔（
二

口
）、山
本
千
春
、尾
崎
美
智
子
、

山
本
美
奈
子
、山
本
真
之
、松
村

丸
庫
、森
勢
津
子
、時
川
泰
子

【
樋
渡
】竹
中
由
美

【
鴨
生
第
一
】鴨
生
第
一
行
政
区

（
二
十
口
）

【
鴨
生
第
二
】鴨
生
第
二
行
政
区

（
二
十
口
）

【
鴨
生
町
】村
上
富
美
子
、後
藤
ノ

ブ
子
、野
見
山
歌
子
、山
本
加
代

子
、松
本
美
代
子
、山
本
光
子
、田

中
光
春
、越
岡
幹
雄（
3
口
）、棚

田
幸
子
、井
口
磨
智
子
、田
村
柳

子
、荒
木
征
男
、財
津
寛
美
、山
下

靖
治
、野
見
山
信
義
、入
江
敏
夫
、

小
島
レ
イ
子
、ニ
ッ
コ
ウ
、川
角

定
行
、栗
原
清
子
、北
添
誠
、諸
井

慶
次
、梶
原
謙
蔵
、高
津
嘉
子
、田

中
茂
、上
村
美
保
子
、中
村
剛
、田

中
早
人
、高
橋
信
行
、山
田
順
子
、

佐
敷
誠
、山
本
征
子
、水
永
節
子
、

貞
池
宣
枝
、大
井
博
、高
瀬
電
気

店
、永
田
武
子
、瀧
本
恭
弘
、荒
川

慎
一
郎
、立
川
ス
ト
ア
ー
、山
下

頼
子
、江
藤
和
義
、鴨
生
町
行
政

区
、角
田
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、ス
ヱ

マ
ル
、大
善
、伊
藤
義
和
、森
政
豆

腐
店
、西
田
文
子
、橋
山
幸
徳
、野

村
喜
美
子
、永
田
直
美
、馬
場
択

春
、高
田
リ
ヱ
子
、和
田
津
子
、中

村
レ
イ
子
、平
原
龍
一
、水
野
孝

子
、田
中
光
江

【
熊
ヶ
畑
第
一
】財
津
吉
美
、大
里

梶
栄
、大
里
優
子
、友
田
雅
則
、廣

瀬
ス
ズ
ヱ
、江
藤
久
人
、大
里
喜

久
雄
、大
里
京
子
、大
里
信
幸
、大

里
澪
子

【
熊
ヶ
畑
第
二
】大
里
九
州
男
、石

橋
和
稔
、石
橋
裕
子
、山
田
芳
博
、

広
瀬
美
雪
、大
里
久
美
子
、筒
丸

千
月
、広
瀬
シ
ゲ
子

【
尾
浦
第
一
】松
本
由
美
子

【
下
宮
】坂
本
智
恵
子
、平
野
千
恵

子
、椿
甫
、石
松
初
美
、仲
道
正

行
、小
野
京
子
、今
村
き
よ
子
、松

岡
伸
彦
、佐
野
敦
、都
築
光
一
、加

来
京
子
、大
塚
秀
樹
、本
岡
サ
ナ

ヱ
、大
上
啓
子
、古
賀
聖
一
、山
藤

や
す
子
、篠
原
孝
一
、森
茂
、内
橋

商
店
、椿
耕
治
、濱
田
啓
子
、廣
谷

毅
、三
好
純
一

【
木
城
】大
里
英
雄

【
大
橋
】深
町
紀
子

【
中
央
】渡
辺
進
、渡
辺
智
子

【
猪
之
鼻
】大
久
保
昌
之

【
三
菱
第
一
】上
村
洋
子
、杉
田
和

子
、内
田
フ
サ
子
、小
澤
久
男

【
ゆ
う
ひ
が
丘
】梶
原
久
美
子

【
中
山
田
下
】柴
田
孝
枝

【
琴
平
団
地
】古
川
真
美

【
中
益
】豊
福
眸
子
、豊
福
英
之

【
上
牛
隈
】益
田
義
昭
、小
林
か

よ
、久
保
美
代
子

【
下
牛
隈
】矢
羽
田
泰
江（
3
口
）

【
西
馬
見
】縄
田
和
之
、縄
田
由
紀

子【
団
体
】稲
築
地
区
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会（
二
十
口
）

【
団
体
・
嘉
穂
地
区
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
】燒
山
千　

子
、

齊
藤
順
子
、日
永
田
絹
江
、田
中

マ
ス
ミ
、諌
山
秀
代
、諌
山
千
鶴
、

溝
口
修
一
、手
島
幸
子
、平
嶋
加

代
子
、大
里
厚
子
、多
田
宏
、福
澤

茂
樹
、西
森
章
雄
、大
屋
光
好
、山

本
幸
惠
、豊
田
武
、福
田
洋
子
、佐

藤
道
彦
、柴
田
正
和
、田
原
七
々

子
、松
岡
妙
子
、岩
下
泰
子
、渡
辺

て
つ
子
、原
田
景
子
、桒
野
英
世
、

政
所
和
彦
、大
塚
教
子
、大
里
盛

人
、篠
﨑
眞
由
美

あ
な
た
の
会
費
が
、

社
協
の
地
域
活
動
を

支
え
て
い
ま
す

あ
な
た
の
会
費
が
、

社
協
の
地
域
活
動
を

支
え
て
い
ま
す

1
月
1
日
〜
3
月
31
日
受
付
分



ね

ね

問 題

編 集 後 記

　

おがわ

うちだ

やました

「広報紙えがお」を読んで、次のクイズにお答えください。
正解者の中から抽選で図書券（千円分）を２名の方に
プレゼントします。

①クイズの答え、②広報紙の感想、③郵便番号・住所、④氏名、
⑤年齢、⑥電話番号をご記入の上、令和３年７月31日（必着）
までにハガキ、またはＥメールにてご応募ください。
〒821-0012 嘉麻市上山田502番地６　嘉麻市社会福祉協議会
E-mail:tiiki@kama.syakyo.com

（２）こころ音の会
こころ音の会では、認知症の家族を介護する方が悩みや不安を
話してリフレッシュする場を設けています。

応募方法

送付先

前号の
クイズの答え

（１）リモート　（２）スマート　（３）ローカル

やすたけ

応募のあった方から社協だよりの感想をいただきましたので、紹介します。
・表紙の空手をしている子ども達の表情がよく撮れていると思います。

※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

6ページでは、第2層協議体全体会の様子を紹介しています。
コロナ禍のため、会議をどのような形で開催したでしょうか？

　第2層協議体全体会では、離れて暮らす家族や友人、
隣近所とも気軽に会えない環境の中でも、考え方や意
識を変えることで、地域のつながりをつくっていくこ
とができるんだと、前向きな気持ちになりました。

　カビは知らないうちに発生してしまい、一度生え
てしまうと取るのがとても大変です。今回、日ごろか
ら湿度や温度、埃など気をつけることで、予防できる
ことを知りました。自宅で実践したいと思います。

　朗読・コアのみなさんが録音されている現場に初め
ておじゃましました。聴いた方が理解しやすいよう
に、納得がいくまで何度も繰り返し吹き込まれる様子
を見て、朗読に対する熱い思いが伝わってきました。

　新年度がスタートしました。本年度はコロナ禍に対応し
たつながりづくりを目標に掲げ、各事業に取り組んでいき
ます。組織ミッションの達成に向けて、個人として取り組
みたい目標を明確にし、心機一転頑張りたいと思います。

　令和2年10月に「意思決定支援を踏まえた後見事
務のガイドライン」が公表されたことをきっかけ
に、意思決定支援について振り返りました。このこ
とを意識しながら業務に取り組みたいと思います。

のみやま

つ
な
が
り

社協だより「えがお」は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。

令
和
3
年
5
月
1
日 

発
行

嘉
麻
市
社
協
だ
よ
り「
え
が
お
」

の
へ
と
さ
る
ふ

紙
手
No.166

別府市在住

旧嘉穂町出身

はらむら だいじろう

原村 大二郎さん

　
昭
和
28
年
10
月
、
母
の
故
郷
の
嘉

穂
町
に
移
住
し
、
牛
隈
分
校
に
転
入

し
ま
し
た
。町
内
を
数
か
所
転
居
し
、

昭
和
37
年
3
月
、
中
学
校
卒
業
と
同

時
に
神
奈
川
県
横
須
賀
市
に
あ
る
陸

上
自
衛
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
5
月
に
、
39
年
余
り
勤

務
し
た
自
衛
隊
を
55
歳
で
定
年
退
官

し
、
現
在
は
大
分
県
別
府
市
に
住
ん

で
い
ま
す
。約
8
年
半
、嘉
穂
町
で
生

活
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
多
感
な
時

期
の
こ
と
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
頭
の

中
を
駆
け
巡
っ
て
い
ま
す
。「
私
の
故

郷
は
、ど
こ
に
い
て
も
嘉
穂
町
で
す
」

と
。

　
北
海
道
旭
川
市
で
勤
務
し
て
い
た

時
、
下
益
に
住
ん
で
い
る
友
人
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
筍
（
孟
宗
竹
・
・
・

北
海
道
に
は
な
い
）
本
当
に
嬉
し
く

涙
が
出
る
思
い
が
し
ま
し
た
。美
味

し
く
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
そ
こ
に

故
郷
の
味
と
香
り
が
し
た
の
で
す
。

　
次
回
、
開
催
さ
れ
る
5
回
目
の
同

窓
会
で
は
、
懐
か
し
い
顔
に
会
え
る

の
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。現
在
も
年
に
1
回
、春
と
秋
の
彼

岸
、
若
し
く
は
お
盆
の
い
ず
れ
か
は

必
ず
光
円
寺
参
拝
に
出
向
い
て
い

ま
す
。両
親
と
す
ぐ
上
の
兄
の
遺
骨

を
納
骨
堂
に
収
め
て
い
る
か
ら
で

す
。

　
春
夏
秋
冬
、山
あ
り
、川
あ
り
、更

に
は
田
畑
あ
り
の
自
然
豊
か
な
嘉

穂
町
程
、
私
の
心
に
残
る
場
所
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
故
郷
は
、
遠
く
に
在
り

て
想
う
も
の
」
で
は
な
く
、
大
好
き

な
嘉
穂
町
は
、
何
時
も
私
の
心
の
中

に
あ
り
ま
す
。

「
ふ
る
里
を
離
れ
て

　
　
　

ふ
る
里
を
想
う
」

社協だよりクイズ

【
お
詫
び
と
訂
正
】

前
号（
No
1
6
5
）の
ふ
る
さ
と
へ
の
手
紙
で
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
田
中
勝
徳
さ
ん
の

正
し
い
読
み
は「
た
な
か
ま
さ
の
り
」さ
ん

で
す
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

角 ちひろ
かく

かく

新規採用
職員紹介

はじめまして!
　４月１日に入職いたしました、角ちひろです。
　自分の生まれ育った嘉麻市で就職できたことに喜びを感じています。
わからないことばかりですが、地域のみなさんとつながり、様々なこと
にチャレンジしていきたいと思っています。
　精一杯頑張りますので、よろしくお願いします。

12えがお 5月号


